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加西市お試し滞在補助金交付要綱 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、市外からの移住定住の促進及び関係人口創出を目的とし、地域の自然や歴史、

魅力に触れることができる機会を提供するため、加西市に移住を希望する者が市内で一定の期間

滞在するために必要な費用の一部を補助することについて、加西市補助金等交付規則（平成30年

加西市規則第１号）に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

(１) 利用登録者 加西市空き家情報登録制度「空き家バンク」実施要綱（平成27年加西市訓令

第12号。以下「実施要綱」という。）第11条に規定する者をいう。 

(２) お試し滞在施設 加西市への移住を検討している者が一定期間お試しで居住できる施設を

いう。 

（補助対象者） 

第３条 補助金の交付対象者は、次に掲げる要件の全てを満たしている者とする。 

(１) 加西市外に住所を有する者 

(２) 利用登録者又はその同居家族 

(３) 実施要綱第10条第１項第１号の要件を満たす者 

(４) 加西市内の宿泊施設やお試し滞在施設に２泊以上（ただし、宿泊施設やお試し滞在施設が

実施する移住ツアーや地域体験メニューに参加する場合は１泊以上）利用する者 

(５) 加西市暴力団排除条例（平成24年加西市条例第１号）第２条第１号に規定する暴力団、同

条第２号に規定する暴力団員又は同条第３号に規定する暴力団員密接関係者でない者 

（補助対象経費） 

第４条 補助金の交付の対象となる経費（以下「補助対象経費」という。）は、宿泊施設やお試し

滞在施設に係る１人当たりの利用料金（飲食料金を除く）とする。 

（補助金の額等） 

第５条 補助金の額は、１泊あたり5,000円又は補助対象経費に３分の２を乗じて得た額（百円未満

の端数は切り捨て）のいずれか低い額とする。ただし、１人につき25,000円を上限とし、１世帯

あたり４人を限度とする。 

（交付申請及び決定） 

第６条 補助金の交付を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、補助金交付申請書に申
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請者の現住所を証する書類の写しを添えて、宿泊施設を利用する日の前日から起算して14日前ま

でに市長に申請しなければならない。 

２ 市長は、前項の申請があったときは、その内容を審査し、補助金の交付を適当と認めたときは、

補助金の交付を決定し、申請者に対して補助金交付決定通知書により通知するものとする。 

（補助金の請求） 

第７条 前条の規定により補助金の交付決定を受けた者（以下「補助事業者」という。）は、宿泊

施設の利用が終了した日から起算して30日を経過した日又は利用年度の３月31日のいずれか早い

日までに、補助金請求書に領収書又は施設利用証明書を添えて市長に補助金を請求するものとす

る。 

（補助金の交付） 

第８条 市長は、前条の規定により領収書又は施設利用証明書の提出があったときは、補助金の額

を確定し、補助事業者に対して補助金額確定通知書により通知するものとする。 

２ 市長は、前項の規定による補助金額確定通知書送付後、速やかに補助金を交付するものとする。 

（交付決定の取消し） 

第９条 市長は、補助事業者が虚偽の申請その他不正行為により補助金の交付の決定を受けたと認

めたときは、補助金の交付決定の全部又は一部を取り消すことができる。 

２ 市長は、交付決定の取消しを行ったときは、補助事業者に対して補助金交付決定取消通知書に

より通知するものとする。 

（補助金の返還） 

第10条 市長は、前条の規定により補助金の交付決定を取り消した場合において、既に補助金が交

付されているときは、補助金返還命令書により、期限を定めてその全部又は一部を返還させるこ

とができる。 

（その他） 

第11条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この要綱は、平成30年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和６年４月１日から施行する。 


